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第 1章緒 言
1908年 Metschniko旺が，乳酸菌飲料であるヨ{グ、ルトは，早老や動脈硬化等の老化現象
を予防し得るという，所謂不老長寿論を唱えた。
由来乳酸菌を径口的に摂った場合，乳酸菌の腸管内に於ける増殖により，乳酸が産生され，
ために腸管内 pHが酸性になり，腸管内病原性細菌，殊に魔敗菌の発育が抑制されるので，生
体に好影響を及ぼす， と言われて来た。
この様な考えから，欧米に於ては，ヨ{グルト， Kefir，Acidophilus milk等が賞用され
ており，叉吾が国でも同様な見地から，乳酸菌飲料及び乳酸菌製剤が数多くつくられ，愛用さ
れているO
特に近来ハウザ{食の喧伝普及に関連して， ヨ{グルトに対する関心が高まって来た。併し
乍ら，その作用機転に関しては，充分明らかにされていなし'0 治療効果についても，抗生物質
と如何なる関係にあるか，叉乳児の栄養物とし牛乳に代用して，より効果を期待出来るかどう
か等，研究を要する問題が残されているO
吾が衛生学教室に於ては，かねて腸内菌叢の研究を進めているが，著者はその研究の一環と
してヨ戸グルトの作用機序等を，腸内菌叢の見地から解明せんと試み，二，三の知見を得たの
で，設に発表する次第である。
第 2章実験方法 市販森永ヨ{グルトを使用した。当教室に聞達さ
第1節乳酸菌飲料及び対照飲料 れるものは，'製造後 12~20 時間のもので，生菌数，
1. 乳酸菌飲料 酸度， pHは表 1の如きものであり， ヨ{グノLトと
張本論文の要旨は昭和 30年 11月 27日第329回千葉医学会例会に於て報告した。
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表1. ョー グソLト中の生菌数，酸度， pHの測定
A B EC D 
1.4x 108 
均
数度菌土生酸 
1 
1.13% 
I
3.7 
註生菌数は 1cc中の数を示す。酸度の測定は乳酸表示法による。 
pH測定は東洋i慮紙会社製の水素イオン濃度試験紙を用いた。
しては最適のものである。
含まれている乳酸菌は， 2%プドウ糖肝汁寒天，
Zeissler血液寒天，本間培地にて夫々 370C，6日
間，嫌気培養の結果，集落の所見，グラム染色，生
物学的試験により， L.bulgaricusである事を知つ
た。
2. 対照飲料
(イ〉 脱脂粉乳
森永ヨーグルトと全く組成を同じくするもので，
乳酸菌のみをのぞいたものを造り使用した。
(ロ〉牛乳
市販森永牛乳を使用した。
上記三飲料を 1日5cc宛与えた。森永ヨーグルト
中に含まれている生乳酸菌数は，表 1より 5ccで，
約 7.0x108である。与えた飲料は 10--15分以内に
全く飲み終るので，酸度の~化，生菌数の減少等は
考えられない。毎日午前 10時頃与えた。三飲料共
に 100ccで 69--70カロリーである。
第 2節実験動物 
均一系のもので，生後約 1 カ月，体重 30~40 gの 
白鼠の堆を用いた。実験開始 10日前より基本飼養
食飼にて飼育し，栄養可良，発育順調，運動活溌に
て毛髪に光沢のある健康雄を選んで使用した。 1適 
1回飼育箱の清掃交換を行い，体重は 3日毎に測定
した。
第 3節飼養食飼
本実験に使用した基本飼養食飼は，当教室動物室
白鼠混:合食飼を基として，砕米(米怪芽を多量に含
有するもの)70%，乾魚 10%，野菜 20%の割合の
普通食飼をつくり，毎日午前 9時に与えた。食事量
に制限なく，水も充分に与えた。
第 4節採便及び稀釈法
自然イ更を用いた。採便時間を一定にするため，午
前 9時 30分に採便した。採便時他菌の混入の恐れ
あるにより，白鼠の頭部と尾部とをつかみ，尾部を
もち上げる様にして，排便せんとする時，)IT門部に
波菌シャ{レをあて，可及的無菌的に採便した。こ
れを白金耳にて域菌紙にのせ， 100 mgに秤量し，被
菌ノト乳鉢にとった。糞便を可及的均一に稀釈するた 
め，被菌せる歯科用小乳鉢を用い，よく練り，つい
で、少量宛の減菌生理的食塩水を加え，よ〈聾持しな
がら 全量 5ccの均等は浮、滋液をつくる。減菌シャ3
ーレにて蓋をし， 1時間室温に静置しその上澄液を 
原液とする。
予め滅菌生理的食塩水を9ccづっ中試験管に分注
しおき，原液 1ccをメスピペットにて正確に測り，
これを第 1の中試験管に注加する。他のメスピペッ
トにて，注加した原液をよく混和し，その 1ccを次
の試験管に注加し，順次にこの様な操作をなし， 
10N倍迄階段的に稀釈液を作る。注意する事は，メ
スピペットは決して共洗いをしない様にする。一方
原液の pHを東洋試験紙にて測定するの
第 5節菌検査法
白鼠の主要糞便内常在菌は， Rettgerによれば，
成鼠に於て， L. bi自dus 44.8%， L.acidophilus 
14.9%，E. coli 8.8%，Enterococcus 5%，その他
26.5%となっている。小関，中井の幼若白鼠のそれ
をみると， L.bifidus 27.6%，L. acidophilus 25.5 
%， E. coli 7.2%，Enterococcus 23.8%，その他
15.9%と報合されてしる。著者は 2%プドウ糖肝汁 
血液寒天，Zeissler8.，E. M. 寒天， 0.5% Azide 
培地(好気〉及び本間培地(嫌気〉を用いて，幼若
白鼠のそれをみると， L.acidophilus 33.5%，L. 
bifidus 27.4%， E. coli 8.5%，Enterococcus 16.4 
%，その他， 14.2%となり， L. acidophilusが L 
bifidusより多いし、結果を得たので，乳酸樗菌では 
L. acidophilus を注目し， E. coli と Entero-
coccusとの三菌を主要常在菌とみなした。 
1. 菌数計算法 
E. coli と Enterococcus両菌々数計算には， 
Mc.Cradyにより始められた， Most probale num-
ber (M. P. N)法を用いた。併して原法 5本法を用
いず，本聞の~法 3 本法を用い，本間，多戸の表に
より菌数を計算した。
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L.acidophilusには平板培養法により，菌数を 物学的性状よりして，すべてがL.acidophilusで
計算した。 はなく，したがって液体培地に於ては L.acido-
2. 使用培地 philusのみによる菌数が得.られないので，本間培 
E. coliには，水試験用に用いられる Hajna & 地は平板のみに使用したの 
Perryの E.C. Broth より改愛した，~法 E. C. ヌド間培地に於ては， L. acidophi1usは菊花状表
Brothを使用した。これは BactoTryptase及び 面粗，やや厚みのある周辺不正，光沢のない集落を
Bilesalts No. 3のかわりに Polypepton及び栄 しめ L，他の菌による集落と鑑別するのは比較的容
研 No，2を代用し，叉 KH2P04，K2HPO!をのぞ 易で、あった。なお本間培地には， L. bifidusは生え
いたものである。予備実験に於て， E. M. B.培地 なかった。培養に際しシャ{レの蓋は細谷氏の素焼
による平板法と較べ，同様な結果が得られたので、使 葦を用い，柳沢，藤川，柳沢(朝〉の改良した Varuey
用したη 菌の発育は 450C，48時間培養で，そのガス 法による黄燐嫌気培養法を用い， 370C，6日間培養
産生，及び培地の黄愛で判定した。 後判定した。
EnterocoCCllSには同様に Hajna & Perryの 第 3章実験成績 
S. F. Brothが用いられるが，最近 Azide合有量 10匹の健康幼若白鼠の雄に，夫々のものを 1日5
の少ない Azide Dextrose Broth が Entero- cc宛与え，対照群は飼養食飼のみで飼育した。 1週 
coccus検出に良いと言われ，之について木学腐敗 1回糞便内菌叢の愛化， pH値， 3日目毎に体重の愛
研究所の柳沢教授，那須が食品の腸球菌検出につい 化，連日糞便の肉眼的性状，全身所見を追究した。
て精しく検討しおり， 0.2% Azide Dextrose Broth 糞便の肉眼的性状は正常使，軟便，下痢便の三種に
が最も腸球菌の発育が良いので，これを使用した。 区別して観察した。
370C，72時間培養で沈殿の状態，培地の 表 2. 実験四群 pHの安化
色~C黄~，透明度〉等で判定しj 疑わし
いものは，グラム染色，検鏡，エスグリ ↑6.7 
Y反応及び熱抵抗で判定した。 ph66 
L.acidophilusには乳酸菌が比較的 6.5 。ヨ』グ)Vト群
良好に発育する本間培地を使用した。本 6.4 対!!費税
培地の液体培地について，教室吉江は養 6.3 
粉乳群
牛乳群 
雛糞のL. acidophilus の菌数計算に 6.2 
M. P. N.法により良好な結果を報告し 6.1 
たが，白鼠の場合本間平板培地に10数種 6.0 lw ー2w 3w 司ムー -ー4w 5w 10一日議一一一一
の集落がみられ， グラム染色，検鏡，生 一一一一挙 Ag_e IlDa"i 
表 3. ヨーグノレト群，体重の~化
討下京「τ丁~ 7 I 10 I 13 I .16 I 19 I 22 [ 25 ，ふ「可 34
1 43 
2 38 
3 38 
4 47 
5 、 36 
6 40 
7 48 
8 29 
9 46 
10 35 
56 69 79 91 108 120 133 139 157 167 178 178 
47 57 62 68 85 88 102 113 120 128 138 141 
50 62 70 82 97 104 125 140 149 159 165 170 
58 69 77 91 113 111 119 133 143 153 160 167 
43 51 55 67 77 83 90 100 106 115 109 115 
47 66 74 83 91 103 105 115 119 129 130 142 
55 72 80 〆96 104 120 130 137 142 148 154 160 
35 41 43 47 53 56 58 62 67 68 71 80 
52 76 80 88 96 109 120 128 132 138 141 155 
42 50 62 67 73 82 95 105 110 115 122 130 
ム-，43 
197 
151 
181 
182 
127 
155 
172 
89 
167 
141 
209 
160 
194 
191 
135 
170 
181 
95 
175 
152 
平均体重 l叫叫叫 71.01叫吋 1叫 1叫 123.3[ω[139.1[附 |ωI163.6川74.1
体重比 110[12l15J19|2012214127i2戸戸戸干可 3い1 
ロ0 
第 1節 ヨーグルト群
木群ではE常便の回数が最も多
く，軟便，下痢d便は少なかった。 
1例に泥状下痢便がみられたが 2 
...3自の内に正常便にもどり，所
謂整腸作用の効果はみとめられ
た。
糞便 pH値は表 2にみられる如
く， 6.4--6.5の聞の酸性{更を示し 
、7こ。
体重増加率は表 3，4に示す如
く，投与.後 13日間で 200%，43日
で 410%の増加率を示した。
糞便内菌叢の~化は表 5 Vこ示す
如く， L. acidoph.は 2週目より
糞便 19 中 10~L--109 の最多数を示
した。 1例 NO.3は2週目に泥状
下痢便を来たし， E. coliが 19
中1010以上の菌数を示したが次週
よりー下痢は 1回のみで， 2日の 
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表 4. 実験四群体重増加率
ヨー で〆Jν ト群 
400% 
300% 
2曲%
1 4 7 10 13 16 19 22 お 28 .31 34 37 .40~ 日 
表 5. ヨ{グノLト群糞便内菌叢 
No.IC 
4 IAI 2.4X10sI8.38 
4.0x 10司 
9.0 X 105 
7.2 X 108 
V: .1.....J^ム0" I8.18! 1.7x 10丹 8.23 
9.4x 105 5.97 
8.9x 104 4.95 
1.3x 109 9.11 
1.8x 105 5.26 8.4x 10壬 4.95 
9.4x 105 5.97 1.8 x 10壬 4.26 
2.2x109 9.34 4.5 X 108 I8.65 
ロ12121羽:i!12:i!と: 
平桁 |lE i1 2 . 2×1 0 8 | 1 . 1×1 0 8 6 . 0 4 18 . 3 4
;:; 
1 ;:;~伝1:につ:;~~ I I~::: ;~;I 
註 C." E. coli， 
jJij:jl;52jil931il::!日:
 
E . Enterocοccns，A... L. acidophilns 
00 
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内に正常便にもどった-L. acidoph.は最多数を 状も悪<，体重増加も低率であった。
示してしる。 Enteroc.は投与後 2週， 3週と減少傾向を示した 
Enteroc. は 19 中 104~10fl の菌数を示していた が， 4週， 5週，中止後と多少増加して来た。菌数は
が，各例共に 2週， 3週と減少し， 4週， 5週にはー 19 中 105~106 で、最下位であった。
時増加し，中止後は再び減少の傾向を示した。 E.coliは2週日には増加し 3週， 4週と余りの 
E. coliは1週目より漸次減少し，中止後増加の '増減はしめさなかったが， 5週に急に減少し，中止
傾向を示した。 19 中の菌数は 105~10R で L. acido- 後は増加の傾向を示した。 19中の菌数は 108---105 
ph.とEnteroc.との中間をしめていた。なお三者 の問で L.acidoph.と'Enteroco.との中間位をし
の相関々係は表 6(a)に示す如くである。 めていた。
第 2節脱脂粉乳群
表 6. 四群糞便内菌叢の~化 
糞便性状は正常使が軟便より
やや多し、が，軟便回数がヨ{グ
(b)脱脂扮乳若手ノLト群に較べ多いのが注目され (aJヨー クノレト最下 
る。しかし本群には下痢使はな T 9 .，...~←→~、A
かった。糞便 pH値は表2~こ示~ 8 ~ 
す如く， 6.5~6.3 の間の酸性便
8 
7ト¥J¥メ Jふを示した。 6 6 
体重増加率は表 7，表4にみ 5 5 一1一w一2一一'3 4 5 10日後る如く， 13日で 180%，43日で 
1 w 2 3 4 
aー→
380%の増加を示したが，ヨ{
gve in wetk. a-g9e・in week.『 
→
5
・
グノLト群には及ばなかった。
糞便内菌叢の~化は表 8， 表 
6(b)に示す如く， L.acidoph. (c)牛乳若手
は4例 (No.2，No. 3，No. 4， 
No.5)に於て 19中即~ω1 9 
nvGO めぷ:，i; 8 
'." 1の菌数で最多数を示したが， 
例 NO.1は2週， 3週， 4週と ~l- åV~E61' 
E. coliが 1g.中 107---109の聞
5 5 
lw 2 3 4 5~ 日後の菌数で最多数を示した。この 
一ー歩 日一歩 
No. 1は他の例に較べ，糞便性 ag，邑 inweek. age in week; 

表 7. 脱脂粉乳群，体重の菱化

よぞeJ 1 I4 J.7 I訂正Fsτ寸22 I25 I28 I31 I34 I3寸司ム
 
46 
37 
47 
40 
29 
53 
34 
153 
48 
24 
60 
47 
61 
51 
37 
64 
44 
65 
60 
31 
75 
58 
75 
63 
45 
75 
55 
76 
73 
38 
'08
62 
77 
66 
48 
80 
58 
80 
78 
42 
89 
72 
88 
77 
56 
90 
67 
88 
91 
50 
90 
82 
90 
85 
68 
99 
78 
98 
103 
52 
97 
90 
95 
91 
73 
101 
79 
103 
111 
55 
109 
101 
113 
111 
83 
114 
93 
111 
130 
62 
120 
111 
125 
124 
92 
126 
108 
127 
142 
69 
122 
117 
136 
131 
98 
127 
115 
129 
150 
77 
136 
128 
147 
142 
105 
130 
127 
145 
162 
80 
152 
136 
162 
150 
116 
139 
140 
154 
90 I 91 96 
691.154 
471.137 
711.167 
691.154 
120 127 
143 147 
146 156 
163 169 
197 
176 
156 
181 
175 
137 
153 
164 
178 
208 
103 
附叩01山139.6115~3[山山01.平均体重 (fTZH5川8.71 72.6/叫 -90.61 95.8]1
体重比 l10112l14141420[21|云云ilJ「31!34[35卜石7ム
。 。
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表 8. 脱脂粉乳群糞便内菌叢 
1w 2w'l 3w 4w 5w 中止後 10日
菌可う壁面三豆I~ ~1TKFT|亘~TL~gj 菌数 lIiE
 
C 14.4X 1061 6.641 1.2 X 1081 8.081 1.4 X 107 I 7.151 1.0 X 1091 9.001 6.0 X 1041 4.781 1.2 X 1061 6.08 No.IVI ハ IV， V""I J..<J"J-V'I~.V~I~""~V I"~~I~'~"~-I-'--I-""._ 1_..1__ ___1 
EI 1.65x1061 6.201 4.0x1041 4.6 11.4x1051 5.151 7.3x1が 14.861 7.6 x 1051 5.881 1.2 xl061 6.08 
，1 [A!3.5x川 7.5512.0x川 7.3 1 1.0 x 1071 7.001 5.0 x川 7.70 I4Ox川 8.6016.1 x川879 
No.lcl 6.0x 106¥ 6州 3.2x川 7.5117.5x州 6.881 1.8 x 1吋6.2614.1 x 10'1 1 4.6116.3 x川 4.80， 
IEI4.7x10515.671 1.3x10515.111 1.4x10515.15j6.6x104j4.82j 2.8xl0515必 13.2 X 1051 5.51 

2IAI 1.6X川 ω1 8.4刈0717.9214.8x即 1 7 喧?と!?1竺円竺世~~竺出竺
 
No.lcI2.5 x川 8.5x州 8.931 1.0x川 7州 6.0x州 6.78 1 1.3x105 !5 引~.~ ~~: 1~.~~ 
2x 1υD 15.08 
7.4 
E 17.7 x 10515.89
1 
x 
1 6.0x 10414.781 1.5x 10515.181 3.2x 10616.511 2.6x 1061 6.421 1.
3IAI2.17x10sI8.321 7.2 x 10818.861 3.7x 109l'9.571 4.3x 1071 7.6312.6x 10!l19.42'1 5.7x1081 8.76 
No.lcl 5.0X1061
6. 1.8x川両ιふ汀6.0814，イ×削 5.677両立;r;叫山0717ω 
  
E 1 4.0X 10515.6 12.0x 10515.30! 5.0 x 104 

4 
IA1 1.6X 109I9.2 I6.5x州 881l35×間 
  
N仏 I
7x10s 18.671 9.3xω16叫07x1什5.00CI1.4X川 7叫7.5x州 8叫 i 1.6 x川 7.20
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第 3節牛乳群
糞便性状は正常便が多かったが，軟便はヨーグ、ノL
ト群に比し多く，脱脂粉乳群に比し:少なかった。
糞{更 pH 値は 6.2~6.3 の聞の酸性便を示した。表 
2参照。
体重増加率は表 9，表 4に示す如く，投与後 37日
位迄は殆んどヨ{グルト群と同様の増加傾向を示し
た。即ち 13日で 190%，43日で 380%の増加を示
し7ミ。
糞便内菌叢は表 10，表 6(c)にみる如く，全例に
於て L. acidoph. が最多数 19 中 108~109 の菌数
を示し， しかも投与後 4週迄は漸次増加の傾向にあ
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表 10. 牛乳群糞便内菌叢
1w 2w 
3数w 112Fl 1菌 
4w 5w 中止後 10日
菌 数 l~値og 菌 判官 菌 判官 菌 配管 菌 数!? 
No. CI1.05 X 10
8 8.00 3.7 X 105 5.57 8.1 X 106 6.91 2.4x10S 8.381 7.0 x 105 5.85 8.3 X 106 6.92 
E 1.05 X 108 8.00 7.0x 104 4.85 2.4x 10月 8.38 9.0 X 10<1 4.95 1.2x 105 5.08 7.1 X 106 6.85 
1 A 2.2 x109 9.34 1.1 X 109 9.04 4.3x109 9.63 1.5x 109 9.18 3.2 X 109 9.51 4.0 x109 9.60 
No. C 4.8 x10
8 8.08 4.0x105 5.60 7.3x 10丹 6.86 1.3 X 107 7.11 1.25 X 106 6.68 2.4x 10自 6.38 
E 4.04x107 7.60 1.0 X 105 5.00 6.0x 107 7.78 4.4x 10:5 5.04 9.3 X 104 4.97 8.8 X 105 5.94 
2 A 1.2 X 109 9.081 6.0 x 108 8.78 6.4x 109 9.81 8.3 x109 9.92 5.3 X 109 9.72 2.2x 109 9.34 
No. C 3.31 X 10
8 8.52 5.5x 10壬 4.74 2.8 X 106 6.45 6.1 X 107 7.79 3.1 X 106 6.49 5.'7x10日 6.76 
E 1.15 X 108 8.04 1.1 X 105 5.04 2.0 x106 6.34 8.0 X 105 ^ 5.90 9.3x 10'1 4.97 4.6x 105 5.66 
3 A 2.12 X 109 9.32 1.9 X 109 9.28 2.3x 109 9.36 2.8 X 109 9.45 4.0 x 10~ 9.60 3.8 x108 8.58 
No. C 1.8x 10
7 7.26 7.6x 105 5.88 4.3 X 107 7.63 3.0x107 7.48 2.6x 106 6.42 1.0 X 107 7.00 
E 1 8.2 X 106 6.91 2.6 X 105 5.42 6.0x 106 6.78 5.6x 105 5.75 8.0x 104 4:90 3.4x 105 5.53 
4 A 1.7 X 109 9.23 2.6x 108 8.42 2.8x 109 9.45 7.6x 109 9.85 5.1 X 109 9.71 4.1 X 10H 9.61 
C 1.6x 109 9.20 2.8x 105 5.45 8.5 X 106 6.93 7.2x 106 6.86 5.2x 10.1 4.721 6.1x 105 5.79No. 
E 3.2x 106 6.51 2.8X 105 5.45 9.4x 106 6.97 8.0 X 104 4.90 2.8x 10'1 4.45 8.4x 105 5.92 
5 A 7.1 X 108 8.85 9.0 X 107 7.92 1.7 X 108 8.23 4.2X109 9.62 3.5x 109 9.55 2.8x 109 9.45 
平均値 
C 5.06x 108 8.70 3.5 X 105 7.85 1.54x 106 6.18 5.4x 106 6.73 
E 5.42 X 107 7.73 1.6x 105 5.26 i6.3 x 107 7.8013.8 X 105 5.59 8.0 X 104 4.90 1.9 X 106 6.28 
A 1.6 X 109 9.20 7.9x 108 8.90 13.1 x 109 9.4914.7 X 109 9.67 4.2 X 109 9.62 2.7 X 109 9.43 
表 11. 対照群体重の安化
ょ:ぞき~I-可川 7 IIIIIII 1 31 34 37l10 13 16 19 22 25 28 II 
1 45 50 51 59 61 62 65 69 69 73 
2 39 47 49 59 61 65 72 77 81 87 
3 31 36 37 47 51 55 61 65 69 75 
4 37 41 47 55 57 61 67 70 75 80 
5 41 50 52 55 56 59 62 65 67 72 
6 38 45 46 57 64 65 74 78 89 92 
7 38 47 49 54 65 66 74 77 89 93 
8 35 44 47 50 59 60 68 73 85 90 
9 35 44 47 53 65 66 74 83 93 95 
10 37 40 41 50 58 65 73 76 78 87 
80 
92 
83 
85 
78 
95 
96 
95 
96 
97 
91 938783 
101 1059895 
10392 9985 
1061039590 
94 9882 88 
110 113102100 
111 11698 105 
116 120102 110 
107 11210398 
115 118112100 
平均体重I37.61叫吋 53.91吋“62.41州吋吋叫山 93.31川町4巾 28
2.61.4[22.312.11' 2.2) 9)1.21 1.41 1.51 1.61 1.811.11.1.1体重比 2.7101 2.8 
が中間位，E. coliが最高菌数を示し，acidoph.週目中，止後は僅かの滅少を示した。5り， 
Enteroc.，E. coliは全例共に 1週目より急速に Enteroc.が最下位をしめ，しかも E.coliと 
減少したが， 3週， 4週と増減し，中止後は増加の Enteroc.〆とが同様な増減傾向を示すのはヨ{グル
傾向にあった。ヨーグルト群に較べ同様の傾向を示 ト群と全く同様な傾向で、あった。
し，脱脂粉乳群と異なる所は Enteroc. 主 E.coli 第 4節対照群
とが平行的な増減傾向を示した事である。 L 糞便性状は正常便と軟・下#1]{更とが殆んど同数
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表 12. 対照群糞便内菌叢 
lw 2w 3w 4w 5w 
菌数 !Log値|菌数件og値1m ~.匝l 首数 !Log 値|菌 数 ILog値 
7.68C 1 3.5X 107 1 7.55 1 9.3 x 106 1 6.97 i2.0 x 10月 18.03 I 6.2 x 107 
5.20No.1 E 1 3.5X 106 1 6.55 1 9.3 x 106 1 6.97 1 2.0 x 10(j 1 6.03! 3.8 x 107 
9.11A 1.12x108 1 8.0412.24x109 1 9.341 5.2x107 17.721 1.3x109 
7.481.0 X 108 8.00 14.19 X 107 7.61 4.3 X 108 1 8.63 I 3.2 x 108 
5.723.4x 10(j 6.53.1 9.4x 10(j 6.95 8.4X 105 I5.92 I5.6 x 105 
9.985.1 X 107 7.71 11.27 x 10R 8.08 5.2 X 108 I8.72 I1.6 x 109 
一 一一一 
C 8.3x 108 8.92 7.0 X 106 6.85 3.0 x108 
E 1.5X 107 No.3 7.18 7.0 x105 5.2x105 
A 
5.85 
3.4x 108 8.53 5.25x 108 8.72 5.6 x107 
C 8.0 X 108 x108 
8ro1.5X 107NO.4 E 7.18 !5.6 x 10(j 6.75 I 6.4X105 
A 4.0 X 107 7.60 13.6 x 108 8.56! 8.0 x107 
C 7 4x 108 8.87 6.0x 107 ×108! 
No.5 E 1.7X 107 7.23 1.3x 107 7.11 1 3.1×105l 
A 1.7X 108 8.23 6.5x 108 8.81 1 5.0 x107 
5.0 x10月C 8.70 9.9x 107 7.99 3.2 x108 
E 1.1X 107 7.00平均値 7.7x 106 6.89 8.6 X105 
A 1.4x 108 8.15 8.897.8x 108 1.3X108 
8.48 3.5 X 108 8.55 4.6x 107 
5.72 7.0 x106 6.85 9.3x106 
7.75 1.5X 109 9.18 6.0x 109 
8.20 8.2x107 7.91 3.2X107 
5.81 6.0x 106 6.78 1.4x 105 
7.90 1.0X 109 9.00 5.6x 100 
8.72 4.3x 108 8.63 I 2.9 x 108 
5.49 7.0x 107 7.85 7.3x 104 
7.70 1.0X 109 9.00 8.6x 108 
7.66 
6.97 
9，78 
7.51 
5.15 
8.75 
8.46 
4.86 
8.93 
. 
i 
8.51 2.5x 108 8.40 8.9 X 107 
5.93 2.5x 107 7.40 2.04x 106 
8.11 1.3X 109 9.11 3.7 x109 
7.95 
6.30 
9.57 
で， 4実験群中最も悪かった。 る。 
糞便 pH値は表2に示す如く， 6.3~6.4の聞の酸 叉小児赤訴IJ，小児下痢，人工栄養児等の腸内菌叢
性便を示した。 に対して，乳酸菌飲料，乳酸菌製剤が卓効を示す事
体重増加率は表 11，表4~こ示す如<， 4実験群中 は詫摩教授及びその一門の広汎な研究があり枚挙に
最も低率で， 13白で 150%，43日で 280%の増加で 遣のない程であるが，経口的に与えられた乳酸菌
あった。 が，腸管内に於て増殖し，定着するかは未だ定説の
糞便内菌叢は表 12，表 6 (d)にみる如く，L. ない所である。各種乳酸菌を経口的に与えた先人の 
acidoph.と E. coliとが 19中 108の菌数をしめ 主なる業績をみると，Moro & Tissier (190のは
い叉殆んど交互に最多数をしめていた。前 3実験 母乳栄養に際L，L.bifidusが旺盛な繁殖を営ゐ
群にみられる様なL.acidoph. の絶対多数がみら で，消化上好影響を与えると述べ，Chelpin & 
れず，叉 E. coliと Enteroc. との菌数差が常に Wiseman (1921)は乳酸菌の純粋培養せるものを
19中 101...102の差をもうていた。 便泌患者に用いて効果があったと報告し， Goldon 
Enteroc.は 19中 106.，-.-107の菌数で常に最低i立 (1924)は L. acidoph.を人間に試食せしめたが，
であった。 腸内移植は困難であったが，乳糖を加えた食飼を与
第 4章総括並がに者察 えたところ，速かにL.acidoph.を増殖せしめた 
Metschniko任(1908)がヨーグソLトを飲用する と，又一方 Upton (1935)はL.bifidusを人間及
ことにより，含有される乳酸菌が腸内に於て増殖 びマウスに与え，糞便中にL.bifidusを証明した
い乳酸が産生され，ために腸管内 pHがf尽くなり， が， L.acidoph.の如〈治療上の価値をみとめ得な
腸内の異常醗酵を軽減し，早老現象，動脈硬化等を いと言っている。
抑制阻止して，長寿を得るという，不老長寿論を唱 Duggeli (1938)，Fykow u. Mayer (1939)， 
えて以来，各種乳酸菌を経口的に与え，腸内菌叢に Hanneberg (1940)，Bessau (1940)，Kleinsich-
及ぼす影響については，先人の幾多の業績がみられ midt (1940)等は牛乳中に乳酸菌，主として乳酸樗
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菌を加え，乳酸を産生させて，酸性としたものを， 向を示したが，脱脂粉乳群に於ては対照群と較べて
乳児飲料として用い実際効果があったと述べ， 特に著しい菱化はみられなかった。 
Mayer (1945)は腸疾患にL.bulgaricusを与え効 E. coliはヨ{グルト群に於ては 1--2週噴より漸
果があった事より，乳児特に早産児の栄養に bifidus 次減少の傾向を示L，5週には糞便 19中 105の菌数 
milkを利用じ， Jensen (1945)は所謂 Metchini・ で，全実験群中最低数を示した。 
ko妊の仮説を追試し， L. bifidusを老人，成人に これは乳酸菌飲料により腸管内 pHが抵下L，E. 
投与し，糞便中の L. bifidus数を計算し，投与中 coliの如き蛋自分解菌の発育が抑制されたものと考
は明らかにL.bifidusの増加をみとめてし、るが， えられて来たものである。牛乳群に於ては 2週に薯 
E. coliの菌数には一定の傾向がみられないと述べ 明に減少したが， 3週以後次第に増加の傾向を示し
ており， Robinson (1952)は新生児に乳酸菌加牛 て来た。脱脂粉乳群に於ては， 2~3 週と逆に増加を
乳を与え，体重増加の良好なる事を報じている。 示したが， 4~5 週と減少し，中止後は再び増加の傾
本邦に於ても，詫摩教授及びその一円が乳酸菌飲 向を示した。
料，乳酸菌製剤の乳幼児腸内菌叢に及ぼす効果につ 即ち，ヨーグルト群に於ては次第に減少し，脱脂
いての広汎な研究をはじめとして，天児 (1926)は 粉乳群，牛乳群に於ては，一定の傾向がみとめられ 
L.bifidus製剤を小児腸疾患に用い，卓効のある事 なかった。
をみとめ，大橋(1930)はL.bulgaricusを人体 Enteroc.菌数についてみると，ョーグノレト群，
に試食せしめたところ，腸内菌叢に愛化のない事を 牛乳群は E. coliの菌数と比較的，平行的な増減を
述べ，高林(1943)は L. bifidus食餌により，赤 示していたが，脱脂粉乳群，対照群では一定の傾向
痢又は赤痢様疾患の治療を報告し，吉岡(1943)は がみられなかった。
L..acidoph. を rat に与え，腸内菌叢の~化をみ 以上三種菌数の消長をみると， L. acidoph，と 
とめているが，大差なく，むしろ食餌による影響が Enteroc.の両菌は，ヨ{グルトを与えても， 叉牛
著しい事を述べ，小林(貞) (1 952)は高林同様，赤 乳，脱脂粉乳の如き単なる乳製飲料を与えても，無
痢保菌者に対する L. bifidus食餌療法の効果的な 投与の対照群に較べ，特別にその菌数に菱化を来た
る事を報じ，小林(修) (1 952)はL.acidoph.を すものとは考えられない。 
1日1億以上を分服させて，乳児の下痢症，赤痢， 即ちヨーグノレト中の L. bulgaricusが，腸管内
慢性消化不良症を治癒せしめたと述べ，叉最近沼田 を酸性にし同族乳酸菌の発育に好適なる環境をつ 
(1955)は赤痢保菌者に Bioferminを投与して好 くるだろうとし、う事は考えられるが，一方牛乳，脱
成績を得たと報告してし、る。 脂粉乳を与えた場合も，同様に L. ac:idoph.や
斯くの如く，臨床的実験の報告には，何れもかな Enteroc.の発育に好条件となるとし、う， Goldon 
りの効果があり，所期の目的を達したと述べている (1924)の報告や，叉同族菌であるが故になお，同じ様
が，経口的に投与された乳酸菌の腸内に於ける運 な栄養素の要求及び桔抗作用等々を考え合せ，生菌
命，作用機序については未だ不明の点が多く， 飲料が特に勝れているとは断定しがたし、と考える。 
Nissleの Muta自oratherapie乃至 Metschniko妊 '特に L. bulgaricusは腸管内に於て，増殖し絶
の仮説の域を脱し切らなし、憾があると思われる。し 対多数をしめ得なし、事は，糞便内に該菌が現われな
かも現在迄に，経口的に投与された乳酸菌の運命及 い事より推察して，腸管内に於て弱力菌であり，常
びその糞便内菌叢を細菌学的に続けて観察してし、る 在乳酸菌たる L. acidoph.，L. bifidus，St. foe-
ものは少なし、。 calis等を与.えた場合より，効果が弱L、と考えられ
白鼠の糞便内常在菌の内主要なるものL.acido- るが，糞便中の E.coli菌数の消長の点に於ては， 
ph.，E.coli， Enteroc.の三者について，著者は ヨ{グツLト群は牛乳群，脱脂粉乳群よりはるかに，
糞便 19中の生菌数を正確に測り， 且っその糞便性 しかも階段的じ菌数の抵下を示し，その結果糞便性
状，体重増加率との相関々係について検討した。 状，体重増加の点で効果的であった。
先ず与えたヨ{グノレト中に含まれているL.bul- L.bulgaricusが E.coliに捨抗的に作用すると 
garicusは糞便中には全く排世されなかった。 は言い得ないが， L. bulgaricusを投与する事によ 
L. acidoph.についてみると，表 6にみられる様 り，同族乳酸菌の増殖を来たし，その結果 E.coli 
に，ヨ{グノレト群，牛乳群は僅少ながら，上昇の傾 の発育を阻止されるものと思う。
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矢吹(1954)の言う様に，拾抗現象を左右する
pH，栄養素，抗菌性代謝物質の蓄積等の因子を，
生乳酸菌飲料を与えた方が，単なる乳製品を与えた
場合よりも好転させ得るとは考えられる所である。
体重増加，糞便性状良好なる白鼠の糞便内胞叢を
みると， L. acidoph. が糞便 19 中 108~109 で絶対
多数をしめ， 'ðZ'v、で 19 中 10日~107 の菌数で E. coli 
がしめ，最下位を 105~106の菌数で Enterococ.がし
めている状態であった。而して三菌の桔抗現象を試
験内で、行った矢吹(1954)の成績によれば， Enteroc. 
が最も強く，次し.、でL.acidoph.，E.coliの順で
ある。これよりみれば，上述の三菌が酸性の腸管内
に於て，矢吹の成績と一致しないのであるが，生体
内に於ての拾抗現象は，企飼，腸管内条件及びその
固体差，投与する菌株，更に最近言われている，定 
着性の問題など複雑な要素を考え合せ判定すべきで
今後の研究にまつものであるが，こ Lで注目すべき
は， E. coli と Enteroc. との菌数が 19 中 105~ 
106の間で，しかも平行的増減を保っているものが，
体重増加，糞便性状が良かった事である。 
即ち， E. coliの多し、場合は糞便性状が悪<，例
えば，ヨーグルト群 No.3が下痢イ更をした時は 19
中 1010以上の菌数を示し，勿論体重増加はみられ
ず，下痢{更を来たさない迄も， Enteroc.菌数と較
ベて，その差が 19 中 102~103 を示す時も叉体重増
加は低率であった。
白鼠成長に最も良い糞便内菌叢の状態はヨーグノL
ト群，牛乳群にみられる様に， L. acidoph.が糞{更 
19 中 108~109 の菌数をしめ， E. coli，Enteroc.と
が同様 19 中 105~10日の菌数をしめ， しかも平行的
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増減を示すものが体重増加率もよく，糞便性状も良 
レ最も成長に効果的である事を知り得た。
以上の実験・成績より考えられる事は，腸管内に於
て，乳酸菌が増殖し， したがって腸管内 pHが抵下
し， E. coliの増殖をおさえる事が動物成長に効果
的である事が第 1に考えられる。このためには単な
る乳酸々性飲料でもある程度この主旨にそいうる
が，西国(1954)の報告によれば，乳酸乳の乳酸は
小腸の土却 40%迄に吸収され，小腸後半以下には
直接作用を及ぼさないと言われている様に，単なる
乳酸々性飲料よりも，生乳酸菌の加わる方がより効
果的であるとしヴ事は実験成績の示す所である。
而Lて乳酸菌の種類については， L. bulgaricus 
が腸管内に於て増殖し得ず，同族菌たるL.acido-
ph.の増加を来たす事より，腸内常在乳酸菌たる，
L. acidoph.，L.bifidus，Enteroc.等を与えた方
がより効果的である事は，勝又(1954)が Streptoc. 
faecalisを白鼠に投与し，常に糞便中に証明し叉 
L. bi日dusの増加を来たしてし、る事と著者の実験と
を併せ考え推定しうる事である。
叉 E.coliの如き蛋白分解菌やその他腐敗菌の存
在が強力になれば，勿論下痢{更を来たし有害に作
用するが， Enteroc.とある相関々係をもって増獄
する事が必須の条件である事・も知り得た所である。
糞便 pH値につき Rettger (1915)，小関，中井 
(1938)の報告によると， 6.0~6.4の酸性便を示し，
若者の実験では表2にみる如<，ヨーグノ Lト群では
6.2----6ム牛乳群 6.2~6.3，脱脂粉乳群 6.3----6.5，対 
照群では 6.3~6.4の問を示し，各群の間に特記すベ
き傾向，愛化はみられなかった。
論
健康幼若白鼠の雄を基礎飼料で飼育し，それに，森永ヨ{グルト，脱脂粉乳，森永牛乳を夫
々与え，これらが糞便内菌叢及び体重，糞便性状に及ぼす影響について検討し，次の結果を得 
T 宇
れ」。 
1. ヨ戸グルト，牛乳両群は常に糞便 19中に， L.acidoph. 10月，...， 109の菌数をしめ，最多
/数で E.coli，En teroc.が 105，. 106の菌数で， しかも平行的に増減した。 
2. 脱脂粉乳，対照両群は， L.acidoph.と E.coliとが糞便 19中 108，._，109の菌数で，交
互に最多数を示し，Enteroc.は 105，.107の間の菌数で常に最下位でしかも E.coliと平行的
増減関係を示さなかった。 
3. 糞便性状は，ヨ{グルト群は所謂整腸作用の効果がみられ，正常便回数が最も多く，牛
乳群，脱脂粉乳群，対照群のJ顕であった。
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4. 体重増加はヨ{グルト群が良かったが，特に顕著で、はなかったo fil]ち，

ヨ戸グルト群 13日 200% 43日 410μ 

牛 乳 群 13日 190μ 43日 380% 

脱脂粉乳群 13日 180% 43日 380μ 

対 照 群 13日 150μ 43日 280% 

5. 糞便 pH値については一定の傾向がみられなかった。
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